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防 犯 カ メ ラ :(っ い て
防犯カメラの補助申請について、先日書面決議をお願いし、多数のご賛同をい

ただいたところですが、今月熊本市から補助申請した 3台すべてに補助採択の
通知が来ました。

これから今年中の設置完了に向け作業を進めていきますが、このカメラが当

団地の安全・安心の向上に寄与するよう活用していきます

=          ・自治会長 高本
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電話ゼ『 お金』詐紫の
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